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バトミントン大会
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向かうところ 敵 な し
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見 事 な プ レイ
ー

ー‐す ば ら しいパ ラ ンス と

最 高 の素 材 を生 か し切 っ た｀
プル ー リー ス″

の 目 ざ ま しい活躍 が そ こに生 きて い ます。
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主 催 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会

全 国 中 学 校 体 育 連 盟

栃 木 県 ・ 栃木県教育委員会

栃  木  県 体  育 協 会

宇都宮市 。字都宮市教育委員会

後  援

主 管 栃 木 県 中 学 校:体 育 連 盟

栃 木 県 パ ド ミ ン トン協会

期 日  1昭 和 48年 8月 17日 ～ 19日

栃 木 県 体 育 館

報 知 新 聞 社
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会   順

8月 17日 (金) 代 表 者 会 議  10.00～ 12.00  栃木県体育館会議室

8月 17日 (金)  競 技 開 会 式  16.00～ 栃 木 県 体 育 館

8月 18日 (土) 競 技 第 1 日   9.00～ 18.00

8月 19日 (日 )競 技 第 2日  8.30～ 11.30

8月 19日 (日 )閉 会 式 11.50～
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第―電子工業株式会社
本社事務所

真 岡 工 場

東京都新宿区西新宿 1丁 目18番 1号 (小川ビル)
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栃木県真岡市松山町14番地 真岡第一工業団地内
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ご あ い さ つ

日本バ ドミン トン協会

会 長 本  田 弘  敏

猛暑の折 ,全国各地の中学校におけるバ ドミン

トン代表選手の皆 さんをお迎えし,第 3回全国中

学生バ ドミン トン大会を開催することので きます

のは主催者 として大変 うれしいことで ご ざ い ま

す。

ご承知の通 り昨年 6月 に東京で開かれました第

6回世界女子バ ドミン トン選手権 (ユ ーバー杯)

大会において皆 さんの先輩である日本チームは輝

かしい三回連続優勝の偉業をなしとげました。 ま

た本年 9月 には第 1回 日中バ ドミン トン競技大会

が東京 ,神奈川を始め全国 8会場で開催 され る予

定であ ります。

この記念すべ き年に卒先して この大会に参加 さ

れました皆 さんに敬意 を表す るものであ ります。

中学校教育におけるクラブ活動は,人間形成の

立場か らみて極めて重要な意義を もつ ものであ り

ます。 ことに運動 クラブにおいて培われ る体力な

らびに精神力は必ずや皆 さんの中学生活を一段 と

充実 させて くれ るもの と信 じます。

中学校におけるバ ドミン トン競技の普及は,い

まだしの感 もございますが ,皆 さんが築かれたこ

の三角形の底辺の上にはみごとな愛好者の三角形

が形成 され るもの と思われます。

どうか ,日 頃先生の ご指導の もとに磨かれまし

た腕 を思 う存分発揮 され るよう望んで や み ま せ

ん。

おわ りに大会運営のために格別のお力添 えを賜

わ りました後援団体各位に対し衷心より感謝申し

あげます。

‐
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全国中学校体育連盟会長

片 寄 八 千 ′:|[

選手の皆 さんは各都道府県において多数の選手

の中か ら選ばれて,栄ある第 3回 全国中学生バ ド

ミン トン大会に出場することがで きたのであ りま

す。心か らお喜び申しあげ るとともに ,そ の活躍

を大いに期待しています。

科学技術が飛躍的に発展する21世紀の社会は皆

さんのようなスポーツによつて鍛え上げ られた人

を強 く求めています。それはスポーツにおいて ,

規則を守 り,正々堂々 と,全力 をふ りしばつて競

技することによつて ,次第に明朗で豊かな人間性

が培われ ,あ ふれ る気力 ,体力が養われるか らで

あ ります。

皆 さんはこの 日のために さびしい練習を積み重

ねて こられ ,気力体力 も高まり,技術 も向上し ,

すべて充実した最高のコンデンヨンであると思い

ます。いよいよ本 日よ り3日 間 もつているものを

全部出しきつて ,競技することにな ります。

皆 さんの活躍は家族や先生方を始め全国津々浦

々の多 くの人が注 目し大いに期待しています。

どうか中学生 らしい若 さと情熱 とを もつて ,力

の限界まで出し切つて競技するよう念願いたしま

す。
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栃木県バ ドミン トン協会

会 長 小  柴

第 3回全国中学生バ ドミン トン大会が当宇都官

市で開催 されますに当り,主管者を代表してご挨

拶を述べる機会を得ましたことを心から光栄に存

じます。

皆 さんは平素学校体育或はクラブ活動において

バ ドミン トンの技を磨かれ,こ こに晴れの都道府

県代表選手として,本大会に参加されることにな

りました。

スポーツは,体力の消粍をきたす ものでありま

すから,決して楽な ものではありません。

しかしその中に鍛えられていく,不屈の精神力

を初めとして幾多の力は皆 さんを成長させて くれ

る原動力になるものと思います。

バ ドミン トン競技の歴史は古いのであ ります

が ,本格的に,日 本に紹介されまして,日 尚浅 く

したがって中学校における本競技の普及は,ま だ

これからだと思われます。

どうか皆さんはこれを機会に普及の先頭に立っ

ていただきたいと存じます。

酷熱の字都宮市に全国からご参集の役員,選手

の方々に地元協会長 として心から歓迎申し上げ ,

どうか健康に充分ご留意下さつて暑い字都官の大

会の中から,ほのぼのとした何物かを土産に郷土

におかえり頂けることを願って居 ります。

遠来のみなさんを接待申し上げる何物 もござい

ませんが ,県民あげてみなさんのおいでを歓迎し

この大会がこの地方バ ドミントンの振興に大きな

意味をもちますことをお礼申し上げご挨拶 といた

します。

ご あ い さ つ
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式 典 要 領

<8月 17日 (金) 栃木県体育館>

順 序 次 第 時   刻 備 考

開 式

手

績

通  告 11   :  50

２

一

３

一

４

一

５

一

６

７

一

８

雷

一
集

　

発
一　
　
　
一

合

一
表

一
彰

11

11

12

51

55

00

成 競 技 委 員 長

表 大 会 会 長

大会会長 あい さつ 12 1 05

|'1 会

式

手

宣  言 12

12

12

08

09

10

通

　

解選 散

開 会 式

順 序 次 '1, 時   刻  1  備 考

1 開 館 15 : 00

2 入 場 締 切 15   :   30

3

4

5

6

7

8

9

10

役 員 選 手 団 集 合 15   :   30
_ | _

式 典 準 備 完 了 15  :  55

開 式 通 告

選 手 入 場 開 始

16 : 00 フ アン フ アー 1/

16

16  :   13 フ アンフ アーン

得  賞  歌

大会会長,全中体運会長

優 勝 杯 返 還 16 : 14

大 会 会 長 あい さつ 16  :  16

県 協 会 長 あい さつ 16  :  24 県 協 会 長

..   l
~~_| 祝 い の こ と ば 16   :   27 県教育委員会,他

12 選 手 代 表 宣 誓 16   :   30 選 手 代 表

13 閉 式 通 告 16   :   33 フ アン フ アー ン

14 選 手 退 場 16 : 34  1 行  進  山
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広田 兼敏

松下 正寿

森友徳兵衛

柴田 勝治

大 会 会 長   日本バ ドミントン協会 会 長   本  田  弘  敏

名 誉 願 問

大 会 副 会 長   日本パ ドミントン協会副会長

栃木県バ ドミントン協会会長

全国中学校体育連盟会長

薇 問

事

長

知

市

県

宮

木

都

栃

宇

横  りll

小  池

村岡 四郎

米沢  滋

岸田 文男

小柴  貢

片寄八千雄

夫

子

栃 木 県 教 育 委 員 長

栃 木 県 教 育 長

宇 都 宮 市 教 育 長

栃木県パ ドミントン協会 副会 長 別井 保男  り|1田  勇

宮下 正吾

福山 正道

立入 隼人

小林  茂

松本 弘充

参 与

大 会 委 員

真行寺 清

角田 賢三

小関 三郎

滝口  進

加藤 義孝

野島 一翁

中尾 喬一

入交 庄子

藤田 義光

相場 清一

毛利 清志

小飼 栄一

山本 邦彦

青木 昭二

福田  武

五十里光秋

大竹 健司

吉持 節夫

浜中  誠

丸山 嘉久

神   隆

長沼  誠

収岡 武久

渡辺 光吉

地崎宇三郎

小島忠左衛門

小日 政雄

金森 藤平

今井 鎮雄

天野 辰雄

藤井 二男

中村英太郎

伊藤 基記

秋元 信一

後藤 忠弘

内田 正博

石原 幸雄

小泉 伸担

玉手  席

内多」ヽ五郎

野村 嘉明

新見 恭志

仲村 寛一

池田 芳麻

近藤 正三

草島 尚介

沢農 利勝

清藤 六郎

額賀  修

市嶋智三郎

織田 喜一

永末 英一

原  立市

四島  司

米丸 芳男

伊藤

浅岡

吹田

板垣

鉱一

武

修一

隆房

正雄

忠雄

俊一

順一

鈴木

大里

朝見

香月 義徳

山本祐二郎

小柴  貢

和田 吉弥

宮下 与吉

石渡 俊一

林  義郎

秋吉  昇

稲福 盛輝

後藤

松橋

日野

上条

安西

田原

鎌田

梶原

武田

典夫

藤吉

貞夫

密門

武二

又蔵

道海

景光

茂

榎本 彦次

希弓1 修二

金子 幸男

里見 光徳

中村  隆

小出沢 悟

松尾 良行

橋本 角市

山本 八郎

田中さと子

茂木 義男

篠原  淳

妙田 篤夫

浅野喜代治

市りII 十郎

矢部 喜一

藤田 庸右

中村  健

俊成  薫

荒木  実

山田 直行

日本バ ドミントン協会 理 事長  小 淳  宏宮

倉

川

沼

‐

日本バ ドミントン協会副理事長

栃木県バ ドミントン協会理事長

全 国 中学校 体 育 連 盟理事長

治

昇

誠

高

富

長

正

遠井 稔男

上原 正士

菅原 幸雄

高橋 重夫

和田  寿

竹林 克彦

田村  博

伊豆  晃

倉光 忠雄

東田多美男

加藤 竜馬

新井吉之丞

川瀬 武雄

並木万次郎

神谷 一三

増田 保夫

中島 寿諮

加藤 三夫

長島 敏男

塩りlI  甫

吉田健次郎

植田 博宣

日高  壮

芝山 英夫

大橋 俊郎

寛  光彦

″
●内藤

穐 山

寿

郎

雄

男

司

郎

一

英

敏

金

俊

田

島

藤

島

石

橋

寺

川

加

長

井

大
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総 務 委 員 長

総  務  係

式 典 表 彰 係

受 付 接 待 係

会  場  係

救  護  係

宿  泊  係

競 技 委 員 長

競 技 副 委 員長

競 技 委 員

進  行  係

報  道  係

シ ヤ ト ル 係

審  判  長

副 審 判 長

コ ー ト 主 任

審  判  員

競    技 役 員

栃木県バ ドミントン協会常務理事    近  藤  満

鈴木 宣次  塚原 紀子  斎藤  借  田中  亨

別井  晃  篠田 信征  小林 孝子  田中 文夫

腸西中学校吹奏楽部

池山  栄  柳田 睦子  永井佐賀恵

村岡 欽也  絹川  寧  原  好秋  田熊 久之

堀田 トン

小林 正和

日本′` ドミン トン協会常務理事  遠 井 稔 男

栃木県バ ドミントン協会常務理事  亀 田 光 重

日本バ ドミントン協会競技委員会委員

相場 清一  岡村 英男  並木万次郎  鈴木 幸春

小寺 正夫  山本  博

亀田 光重  速水虎之助  武井 祥子  大島喜代子

鶴見 重孝  大木 広己  町田 義夫

杉出すみ子  沼能 久子

竹内徳三郎  川崎 久男  川又 和子

松本 弘充  保坂 俊一  遠井 稔男

荒井 栄子  中本かづ子  小川1 幸子

日本バ ドミントン協会常務理事   秋 元 信 一

栃木県ノ` ドミントン協会常務理事  保 田 誠 一

福田 哲夫  三富 美晴  三上 隆康  久野 行雄

三村由岐男  藤井由美子  竹田チエ子  小林 敏枝

岩渕 正治  小館  守  青井 将雄  黄倉 隆夫

霜山  哲  三上 隆康  大島 秀夫  田中  勇

福田 哲夫  久野 行雄  杉山すみ子  霜山  満

川崎 久男  三富 美晴

作新学院生徒20名  宇工高生徒10名  宇女高生徒10名

国学院栃木高生徒10名  宇短大附属高生徒10名

保 坂 俊 一

宮内  宏

山梨 昭夫

川上 岩雄

森田 利 ‐

菅原 幸雄  中島 寿藤

佐伯 一之

係

　

係

録

　

送

記

　

放

掲  示  係

森 田 利 ―́

羽石 武士
ヽ口′

大貫  緑

斎藤 大介

菅谷 博光

森田  昇

線 審
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試 合 順 序 お よ び 時 間

8 月 1 8 日

―_=~ト
時 間

9.00～ 10.20

1234

Bl 13 2 B3 13

5 1 6 1 7 1 8 9    10

11.40～13.00 B4 B12 B13 B14

13.00～14.20 B15 B16 B17 B18

B6Gl G2 G3 G4 G5
」

10.20～11.40 B7 B8 B9 B10 B

B19

G7G8 G ll  G 12G

G6 G10 G13 G14 G21

G G15 G16 G17 G18 G19

14.20～15.40 B20 1321 B22 B23 G22 G23 G24 G25

15.40～17.00 B24 B25 B26 B27 G26 G27 G

17.00^ψ 18.20  B28 B29 B30 B81     G30 G31 G32 (〕 33

8月 19日
___コ ー ト

1 2345 6789
時  間

00・ ンヽ10 B32 13 G 4 G

10.20～ 11.40 B 4 (〕 36

進行の都合上 コー トを変更す るときがある。

G

V

V
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◎ 総 合 的 な 注 意

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

この大会は,現行日本バ ドミン トン協会競技規則同大会運営規定に準して行なわれます。

競技場の運動グツは競技用と屋外用をは つさり区別して ください。

試合のため会場へ到着したら「進行係」へ連絡して下さい。

応援は
｀
声援、でなく

｀
拍手

｀で行なつてください。

その他.監督,主将会議による。

ヽ■′

◎ 競 技 上 の 注 意

(3)会場へ定刻45分前までに到着,団体戦80分まえまでにオーダー用紙を進行係へ提出して ください。

(7)こ の大会は競技開始の順序をつぎのように行ないます。

① エントリーされている者は全員,25分前になつたら集合所へ整列します。

① 15分前に行進て入場します。

③ あいさつ後, 3分間づつ練習時間を与え,第 1ダブルスから始めます。

① ゲームの進行状態に応して 2コ ー トで並行して試合を行うことがあります。

(8)棄権とみなす時間は,30分前までに (ま たは,指示のあつた時間までに)オ ーダー提出がないときと, 集合の

しめきり時間 (20分前)に集合しなか つたとき。

(o)ベンチヘ入ることのできるのは,当該試合の集合所へ集合したエントリーされた者のみです。

10 初回戦のみ全試合行ない,以後の試合は 2点先取で終了します。

0, 選手の変更は,監督・主将会議をもつて最終のものとします。

11つ  プレーヤーは,余分な発声を厳に慎しんでください。

00 主審が認めたタイム以外はい つさい認めません。

◎ 審 判 上 の 注 意

0 審判団は,厳正公平にその任にあたります。

CD 会場内の附属物にシヤトノンが当 つたときは, フオル トとします。

0 競技規則第12,14,16,20条 などを特に精読しておいてください。

0 つぎのような欺まん行為に注意しましよう。

① 汗ふきやクツひものしめかえ。

① 極端におそいレンーバーの構え。

③ サービスするまでに極端にながいサーバーの静上。

0 判定に対する基本的態度は「疑わしきは罰せず」で行ないます。

(9 「抗議」はい つさい認めません。それとおぼしき言動には応しかねます。不審なときは,ネL儀正しく当該プン

ヤーか監督が主審に「 質問」してください。もし,その判定に服しないときは,その試合を放棄したものと見な

します。

②  「異議」の申し立ては,書類で,競技委員長に提出してください。

② 全試合終了のあいさつ後, コー ト・サイドのプラカード前に整列し退場します。
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福
一③
悟③

熊

本
野 々 口 清 介 1長 野  寛

片 桐 敏 則③

上 村 秀 章②

③

②

夫

弘

隆

幸

日

本

冨

宮
吉 永 洋 明②
石 黒 昭 二①

選  手  名  簿 (男子 )
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No. 2

足 立 壮 西 元 一 道

津 守 幸 介

塩 崎 美 津 夫



アル ミニウムが開発されて100年余 り

その若々しい成長の過程は

そのまま20世紀の生活文化の発展の歴史でした

建築物から家庭用品まで

もうアル ミニウムをぬきにして

現代生活を語る事は出来ません

真岡工場は,こ のアル ミニウムと力強 く取 り組み

より大 きな夢の実現のために努力を続けています

ア ル ミエ ー ジの 拠 点

神 戸 製 鋼 所 ◇ 真 岡工 場
真岡市鬼怒ケ丘15(第 2工業団地)

工場長 渡  辺

lE百舌(02858)(2)4111(代 )

正  人

東洋一の総合アルミエ場建設にともない

従 業 員 募 集 中

アル ミが創る新 しい時代
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県別  監

成 田 る り 子こ

福 井 登 志 子①

工 藤 真 美 子①

督  | マネージャー

袴 田 鉄 美

高  橋  孝

東 山 八 郎  菊 地 文 子

片 桐  勉 1菊 地 敏 雄

一.11, 点 澄③

佐 藤 ユ ウ 子②

佐 藤 世 津 子③
菊 地 久 枝②

川 睦

木 正

高 橋  恵③
中 地 ひ ろ み③

よ 子③
真樹子0

水 田 千 秋③
横 溝 三 枝 子③

」ヽ山内 喜美子③

「

鈴 木 恵 利 子③

芳 賀 幸 子③
金 子 三 朗

育

広

丸

田

石

福
代0
lt[

茨

城

栃
木
Ａ

栃
木
Ｂ

Ｃ

Ｏ
子

美

美

由

恵木

藤

鈴

加

真

米

国

寺

③

①

子

子

塁

Ｒ

一

局
´
　

　

一

寄

県

一

１

‐

　

　

一

高

山
二

③

②

子

美

群

馬

③

③

子

子

代

佳

加

川谷

流

長

鈴

千 葉 裕 子Э

菅 原 と し え②

長 谷 川 潤 子③
能 登 谷 順 子③

小 林 三 郎 相 場 真 佐 江
き

　

　

一
ま

藤
聡
一原
岡

佐

加

一
福

松

悦

副

田

藤

鎌

ェ

岡 崎 光 男 1伊 藤 政 勝

田 中 千 代 吉 1尾 崎 嘉 彦

水 英 彦  杉  山  馨

り

律 子○

長 沢 朋 子③
工 藤 貴 美 子③

矢 口 裕 美 子③
森  弘 子③

田 中 ま ち 子①
大 堀 ユ リ子Э

八 島 恵 美 子③
小 椋 明 子③

会 田 佐 代 子③
二 瓶 寿 子③

ィ

尚

千田

藤

松

佐
子③

美③

子③

子③

子Э

美③

りC

山

小

|ち ,

人

広 瀬 友 志 子③  日 向 み き 子③

斎

塚

河

加

藤  倍 1永 井 佐 賀 恵

原 紀 子  杉 山 す み 子

崎 和 代  佐 俣 京 子

藤  勝  五 十 里 光 秋

1森 田 智 恵
1水 沼 英

成

充

田

池

j '3

∫ |.

野 沢 美 恵 子③

田 口 真 由 美①

枝

桜

美 代

井 春

武

大 塚 |:余 美 ,

徳 永 順 子③
加 藤 幸 子③

吉 兼 泰 子③
吉 井 ネL 子①

野

澄③

子③

平 林 幸 子③
中 村 て る 子①

中  え き 子③
金 田 裕 美 子②

久 江③

弘 美④

優 女③

る り 子③

海 老 原 房

典

井  え 淳 子③
弘 子③

塚

り1=

東

京

神
奈
川

山

梨

新

潟

Ｃ

Ｃ

子

子

和

礼

葉

武

稲

安

埼

玉

美C春

雅

木

水

茶

清

平 田 登 志 郎 1池 田 昌 道

鹿 内 利 保 1地 主 大 造

村 寿 子

藤  岡1 中 村 秀 雄

鷺 森 昭 然

新 木 正 記 沢  章 子

本 政 幸  古  ′II  章

上 !|

高 間 裕 見 子③

鈴 木 裕 子③

,・
'{

」●(」,

田 代 美 佐 子③
松 田 洋 子③

子③  石 原 由 美 子Э

j ● 浜 潟 照 代③
見 田 恵 美 子③

啓

信
　
雅

田

井
　
藤

一
良

順

一
井

田

美

恵

山

木

丸

青
藤

1日

和

政

下

沢

凛

長

弘

春

一
里

本

内
　
田

橋

竹
　
沢

11

1を

勝

　

　

斎

渡 辺 由 紀③

武 内 美 恵 子③

雪③

子③

4ヽ り11 和 美③

」ヽ 林 逸 代 紀②

富

山

石

川

福

丼

前 田 週 二
子 ②

`||'

∫ヽ 3,

」 …

美③

西

村

片

山

一
日

中

今

一
西

丸

．
出静

同
田

岡
　
・　
村

選  手  名  簿 (女子) No.1

ー
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海
道

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

中 条 恵 津 子③

木 越 裕 塁 子③

水 野 ふ み 子③
寺 島 由 紀 子③

麺

К

К

Ю

由

雄

容

津

真

　

良

美

藤

田
　
々
本

斎

岡
　
多

山



選  手  名  簿 (女子) No 2

ヽ口′

選‐名 手|`

竹 沢

佐  伯   稔
愛

知

岐

阜

マネージ ャー

遠 藤 美 奈 子①
岩 田 鎮 人

か

智

ゆ

美

田

藤

沢

加
り③  柳 田 典 代①
代①  渕 上 津 代 子①

Ｃ

②

美

子

由

優

真合

村

河

西

広 江 陽 子③
酒 井 は る よ②

野 入 弥 生③

鈴 木 真 栄 美③
大 助II 幸 信

一二

重

松 原 香 純③
福 田 恵 治

滋

賀

③

⑧

子

子
中 り|| '1丹 子飯 田 照 男

∫ :,

東  文  子
③

③

弓

代

０

、

泉

弓

昌

照

谷

井

水

中
林  真

奥 野 佳

や
、

ィ

タ

紀西

本

小

岡
子①  りII 崎

子③  柴 田 真

正

孝

岩

上

黒

三

①

③

子

子

淳

順

原

本

萩

藤

③

③

美

子
一
典

林

田

小

寺

幸

悦

村

島

田

矢

京

都
芹 生 芳 郎 板 崎 康 雄

杉 田 忠 邦 渡 辺 真 理 子

藤 井 正 雄 野 日 重 則
③

Ｃ

子

子

大

阪

兵

庫

Ｃ

‥

．∫

た̈
、

金 本 房 子②

中 北 美 智 子①

子①  」ヽ 川1真 由 美③

子③  吉 竹 幸 子③

平  久 美

阿 部 俊

佳

光

峰

田

平

楠

好

茂

川

村

石

河

与
ヽ

明

ナ走

谷

本

小

山

③

③

子

子

岸  成

遠 藤 真 理

照

厚

内

埜

藪

西

博

斉

田

田

高

増

六
ホ
　
白
ス

岩 田 憲 一木 島 敬 博

代③  梅 原 栄 子①

子①  安 倍 み ゆ き②

鶴

典

羽ド

岡

宮

藤

」｀

,:,,・

和

―千

尾

田

西

福
|

量 1足
取  |

西 フじ Ⅲ 首立   壮

小 坂 美 経 子
③

③

美

子

和

京

川

山

石

片

典

幸

野

山

小

片
高 木 和 子①岡

山
毛 利 清 志

山

口
l日 本 英 彦

塩 崎 美 津 夫

高 木 房 一

門 脇 道 夫 野 村 誠 子

編 村 井 上 儀 平 次

中 尾 博 美 野 中 元 則

芦 原 健 身広 瀬 邦 F′

`

谷

一局

扇
剖
¨

建

美
本 台

河 野 八 重 子③  藤 本 立 子②

尾   隆

③

Ｃ

子

子

長

崎

能

　̈
一
〇

香

川

徳

島

井 上 1明 子C)

士

章

富野
倉

池

佐

長 井 智 恵

智

揚

野

崎

畑

田

枝③  坂 本 み ど り③

子③  相 良 裕 美①

坂 田 洋 子③

百 賀 ひ と み③

横 木 祥 子③
久 松 加 代 子③

英  朱  美③

冨 本 早 苗②

子③  寺 上 め ぐみ③
実③  石 り|1 泰 代①

岡 田 博 恵③

明 坂 直 子③

永 渕 智 恵 子③

相 薗 え つ 子③

森 千 加 子CI

宮 本 千 恵 子③

酒 井 久 美 子③

水 田 美 代 子③

富 永 芳 子②
原 口 恵 子①

山 本 久 美③

市 原 恵 美 子③  小 ,I予 川 由 賀0

楠  幸  恵③

弓1 地 朱 美②

松 村 佐 智③

北 条 ひ と み③
小 橋 智 代①

灘  晴  恵③

正 木 幹 子③
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競 技 成 績 記 録 表
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全国中学生バ ドミントン大会

栃木県厚生農業協同組合連合会

下 都 賀 総 合 病 院
栃 木 市 富 士 見 町 5番 32号
TEL 0282 0)2551(代 表)

銘木・新建材・ ベニヤ 。人り|:板・軽量型鋼梁

アル ミサッシ・住宅機器・不動産

代表取締役社長
‐
古   沢   伝

″ 副社長高  橋  省
″ 専 務 古  沢

七

二
脩

本   社

小山営業所

古河営業所
サ ッ ン 部

不 動 産 部

宇 都 官 市 戸 祭 3丁 目 4番 13号
小 山 市 千 駄 塚 266の 1

茨城県古河市大字茶屋新田字 原山 270

宇 都 宮 市 戸 祭 町 2109～ 1

″               ″

TEL宇 都宮②0551

TE L02854(5)1230～ 3

TE L 0280 0 1277
TEL宇 都宮02311
TEL字 都宮02825
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V

V

県 体 育 館 会 場 配 置 図

スポーツで若 く明るくた くましく
,

文  具
スホーツ

運動具全般・事務機 。事務用品

の 五  月  女

栃 木 県 上 三 川 町 仲 町 4948
′
|「  E  L  (028556) 2 5 4 3

北 海 道

控 席

東   」ヒ

控 席

6 コ ト 1   :コ

北 信 越

控 席

7 コ ト 2  コ ト 近   畿

控  席

8 コ ト コ

関   東
中 国

控  席 9 コ ト 4 コ ト 控  席

東   海
四   国

10  コ ト 5   コ ト

控  席
控  席

九   州

2階 般    席
控  席

便 所 (男 ) 便 所 (女 )

有限会社
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競 技 ´ヽ の 手 引

バ ドミン トンの沿革 l-.?z+Tl:r{,\-(

トマス杯戦は,ユ ーノ`一杯戦同様 3年毎に開催され

る男子の世界選手権です。 IBF初代会長 (1934～

35)の ジヨージ・ トマス卿がカ ップを寄贈され, ト

マス・ カ ップ争奮世界男子パ ドミントン選手権大会

と称しています。ユーノ`一杯と同じく米・欧・亜・

豪の 4ゾーンに分け,それぞれのゾーン優勝国と選

手権保持国が試合開催地に集まり,ますインター・

ゾーン戦によ つて挑戦国を定め,チ ヤンンジラウン

ドを行なつて新たな金カ ツプの名誉ある保持者を決

定するのです。参加国は,どのゾーンに参加しても

自由なので最も強い4カ 国が出場可能のシステムに

な つています。

日本は第 3回大会から参加し,第 6回大会はアメリ

カ・ アーンに参加.決勝でアメリカを 7対 2で降し

初のアーン代表となり,1964年 5月の東京に於るイ

ンター・ アーン戦に出場し世界 5位に入りました。

第 7回大会にはオーストラリア・ ゾーンに出場し,

ニエージランド,オ ーストラリアをいずれ も7対 0

に完破, 2度 目のノーン代表となリインター・ ノー

ン戦への出場権を獲得,ア メリカを 7対 2で降し,

決勝で挑戦権をかけてマンーシアと善戦健闘したが

及はず, 6対 3で敗れ 3位となりました。

この トマス杯戦における1対抗戦は予選から挑戦試

合まで全く同形式で,各国チームの選手は 4名以上

6名以内, 5単 4複の 9試合を2日 間にわた つて 行

なうのです。第 1日 はヽ 1同志,M2同志の単と,

Ml,ヽ 2同志の複を行ない,第 2日 にMl対 M2

の単,ヽ 2対ヽ 1の単,ヽ 3同志の単およびMl対

M2の複,M2対ヽ 1の複を行なつて勝点の多い国

を勝ちとするのです。

▼

ヽ口′
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昔, インドのボンベイ州プーナ (pOOna)で 発生し

たこのグームは駐在の英国士官によ つて,1873年 頃

英国に伝えられ,グロスターシャー州の領主ボーフ

ォート脚の領邸バ ドミントンで盛んに行なわれ,バ

ドミン トンという名称はこれに由来するということ

です。

ノ` ドミントンの国際連盟 (略称 IBF)lま ロンドン

近郊に本部を持ち1984年創設で,現在約50ケ 国の参

加国で成立しています。日本バ ドミントン協会 (略

称NBA)は 昭和27年 (1952年 )に IBFに加盟し

ています。 IBFは アマチュア′` ドミン トンに関す

る世界最高の統轄団体であります。

′` ドミントンは,テ ニス,卓球等と同しくオリンピ

ツク種1日 にはなつていませんが,ア ジア競技大会で

は東京大会 (1958年)以来毎回行なわれています。

各国で夫々個人選手権大会を開いていますが,中で

も本年で第59回を迎えた全英バ ドミントン選手権大

会は個人の世界選手権とみなされていることは,テ

ニスのウ インプノントンに於ける全英大会と同様です

日本での歴史は新しい競技と思われている割合にそ

の伝来は古く,明治40年代 (1905年頃)には用具が

渡来している事からも判明しています。

ラインを引いてプレーが行われるようにな つたのは

昭和初期 (1982年頃)の ことで,横浜や神戸在住の

外国人がンクリエーシヨンとしてこれを楽しみ,昭

和10年頃には横浜YMCA体 育部が中心のクラブが

出来て,外人クラブとの対戦が記録されています。

日本バ ドミントン協会は[lg和21年 (1946年)創設さ

れ,23年には日本体育協会に加11温 しました。
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男子の トマス杯戦と同しように女子の世界バ ドミン

トン選手権大会としてユーパー杯戦があります。

ューパー杯は1956年 ,かつての全英選手権大会チ ヤ

ンピオンであつたH.S.ユ ー′`~大人から寄贈さ

れたものです。このカ ツプはユーノ`一夫人自らのテ・

ザインによるもので,ロ ンドンにおいてマ ツパン,

ヽノ  ウエプ両氏によつて作製された銀製 トロフイーで,

全長は18イ ンチ (約45セ ンチ)あ り,回転する地球

をかたと つたもので,その最上部のシヤトルコツク

の上にはラケ ツトを手にした優美な女子プンーヤー

像が立 つているュニークなデザインのカ ツプです。

トロフイーのベースの周囲には「 世界女子バ ドミン

トン選手権 トロフ ィー・H.s.ユ ーバー夫人より国

際パ ドミントン連盟に贈らる。1956年」と刻まれて

あります。

女子の国際競技会は1950年 にH.S.ユ ーバー夫人か

らトロフ ィーの提供と共に開催提案が国際連盟にな

されたのですが,その当時は財政上の問題などもあ

つて,運盟役員は開催時期が未だ熟していないと結

論しました。しかしその後,次第に関心も高まり,

V  
計画も進んで, 3年後の1953年 には選手権大会を開

催しようと大体意見が一致しました。そこでユーバ

ー夫人の提議が受け入れられ規定も草案され,それ

が承認されて1956年 から3年毎に開催されることに

な つたのです。

1956年の国際連盟年次総会において,ユ ーバー杯が

正式に贈られ,席上第一回の抽選がューバー夫人自

らの手で行なわれました。ユーパー杯戦もトマス杯

戦と同じく,ァ ジァ, ョ_ロ ッパ,ア メリカ,豪亜

4ゾーンに分れ,各参加国によ つて予選会が行なわ

れ,各 ゾーンの優勝チームによつてインター・ ′―

ン戦が争われ,その勝者がさらに,前回優勝国に挑

戦して王座を競います。

第一回大会は11カ 国が参加して,1956年 8月香港に

おけるアンア・ ゾーン1回戦マンーシア対香港戦を

緒戦として開幕し,ア ジア代表インド, ヨーロ ツパ

代表デンマーク,ア メリカ代表アメリカ,豪亜代表

ニュージランドの4カ 国がインター・ ゾーン戦に進

出しましたが,ニ ューンランドか葉権したため3カ

国だけて争われ,翌57年 8月ますアメリカがイン ド

に完勝し,同月ランアジアで行なわれた最終決戦で

もアメリカがデンマークを破 つて,ア メリカが初の

ューバーカ ツプネーシヨンの栄冠に輝いたのです
°

第 2回大会は,1959年 14カ 国が参加してアメリカの

連続優勝,第 3回大会は,1962年 11カ 国の参加でま

たもやアメリカの 3回 連続優 勝,第 4回大会は,

1965年 日本が初出場し,10年間不敗のアメリカを降

し初優勝という偉業をなし遂¨ 月東京都て

開催した第 6回大会て 8回 連続優勝しアメリカの記

録と同じになりました。試合は, 3単 4複の 7試合

でヽ 1同志,ヽ 2同志,ヽ 3同志の単,Ml同志,

M2同志の複,ぉょびヽ 1対M2,M2対 ヽ 1の複

を1日 の中に行な つてしまうことにな つています。
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競 技 の 見 方

パ ドミン トンは,追羽根の連想から簡単な競技の

ように思われてきたが,今日では最近の国際競技実

績から広い範囲に理解されている。

この競技は強い脚力と筋力,内臓を必要とするス

ピード感にあふれたダイナミノクなグームである反

面,緻密な神経と織細な高度のテタニ ツクを要する

興味深いもので 、本競技の先進国では常に10,000人

以上の観衆を集める魅力がある。

また一方ではレクリエーシヨンとして誰でもとこ

でも手軽にキヤツチボーノンのように楽しむことがで

きるのも今日の発展を呼んだ大きな原因である。

中央が 1.524"の高さのネ ツトをはさんでラケ ツ

トで約 5夕 のシヤトフレコ ックを打ち合う競技である

がシヤトルの飛び方 (フ ライト)はいろいろある。

主なものは高く打つ′ヽイクリヤー 、スマ ツシュ
,

ドロ ツプシヨツト,ネ ツトの攻め合いのネ ノトフラ

イト (ヘ ヤピンシヨツト)な どで,と りわけネ ツト

に当 つて伝わるようなプンーがデリケートに応酬さ

れるときはスリフレさえ感じる。

相手の弱点を攻め,体力を消耗させて行くターム

なので逆モーシヨンをとり,また鋭い予見て一瞬で

も早く防いてゲームを有利に進めていくのである。

選手達はラインやネ ツトの上縁などギリギリの点

を攻め,また何十分の一秒の差を争うきびしい競技

のため,たえす細かく気をくばり神経を張りつめて

いる。

喚声やざわめき,写真のフラ ツシエなとは円滑な

競技の妨げになるから,競技を正しく見る観客とし

て十分な注意が必要である。

ミスに対して手を即くようなことも慎しまなけれ

ばならない。

正式の競技会は暗幕で天然光線を遮り,風が入ら

ないようにして人工光線て行なわれる。

元来が英国発生の競技なので,選手間においても

礼を失するようなことがあ つてはならない。

V

アマチュア・ スホーツのあり方

スポーツは,人々が,楽 しみと,よ りよく生きるために,他から求められることなく,自 らの能力に応して

行なう自由な身体活動である。明るい光と,すがすがしい環境の中で行なわれるスポーッは,そのまま豊かな

国民生活の形成に役立つものとなろう。

このようして育まれるスポーツが,あまねく国民の間に行きわたることによ つて,健康な国民がつくられ,

正しいスポーツマンシ ツプが生まれることを願い,こ こにアマチェア・スポーツを楽しむ人々のあり方を定め

た。 ・

アマチエア・スポーツマンは,

1.ス ポーッを愛し,楽 しむために,自発的に行なう。

2.′レーフレに従い, フエアプンーに終始する。

3. 常に相手を尊電しつつ,自己の最善を尽 くす。

4. スポーツを行なうことによ つて物質的利益を求めない。

5.ス ポーッによ つて得た名声を利用しない。

ヽ
…
′
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競 技 規 員1<抜 粋>

試合は単複 (混合)の 2種類て,1試合(マ ツチ)

は 1ゲームが15ポ イント (女子単のみ11ポ イント)

で 3ゲーム (2ダーム先取)

サープした方 (イ ンサイド)が勝ては 1ポイント

が与えられてサービスを続け, レンープ側 (ア ウト

サイド)が勝つと得点は変らすにサービスオーバー

とな つてアウトサイドはインサイドとなる。

但しダブノレスの第 2イ ニングからはパートナーが

セカンドサーバーとなるので, 2度のフォフントによ

リサービスサイドが変る。

主審は必すインサイドの得点からコー′レするから

とちらが何点かすぐ判る。

バ ドミントンにはジェースはなく,セ ツテ イング

が行なわれる。各グームで13点オーソンか,14点オー

ノンとなつたとき追いつかれたサイドはセ ンテ ィング

する権利を持つ。

セ ノテ イングしたときはカウン トを一旦 0オ ー″

にし改めて 5点 (13点オールのとき)また 3点 (14

点オールのとき)ゲームとして勝負する。

セ ツテ ィングにアダインはない。

記録は終了の点数,例えば18対15,17対 14な どと

する。

女子単では10点オールのとき 2点, 9点オールの

とき 3点のセ ツテ イングとなる。

主なフォフント (反則)は次の通りである。

1. ラインクロス, フ ツトフォノントサービスのと

き。サーパーやレンーパーがラインをふんだり

またいたりしたとき(パ ー トナーはかまわない
)

足をすらせたり床から離したとき (一部でもつ

いていればよい)。

2. オーバーウエス ト,オ ー′`一′ヽン ド

1よ 40

サービスで打たれる瞬間にンヤトルがサーバー

のウエストより高かつたとき,または,サービ

スでシヤトルが打たれる瞬間にラケ ツトの頭部

全体がそのラケ ツトを持 つているサーパーの手

全体よりも下にあることがは つきりと見分けら

れるまでンヤフトが下方をさしていなか つたと

き。

3. アウトなど

ンヤトルが相手のコートに入らな か つた とき

(サ ービスは決められているサービスコート)

ただし相手が打ては入 つたこととなる。自分の

コート (サ ービスコート)に落ちたンヤト′レを

打たなか つたときや,シ ヤト″が自分の身体や

着衣に当 つた時。

4. ダブノング ッチ, ドリブノンなど

シヤトルを 1人が 2度以上打 つたり,続いてパ

ートナーが打たり,ホ ー′レデ ィングしたとき。

5. オーパーザネ ツト,タ ツチザネ ツト,イ ンタ

ーフエアなど

ラグ ツトや身体がネ ツトにふれたり,相手側コ

ートに入つたり,相手を妨害したとき。フオル

トは主審が裁定する。

しかし,サービス, レンープについてはサービス

ジヤンンが, ラインのイン,ア ウトは担当のライン

ズマンが裁定する。

この外,息切れや疲労回復のためプンーをぐす ぐ

ずさせることを禁上してあつて,主審の許可なしに

コートを離れるとオ ミツトされるから´オ′ンは小さ

いものを身につけ,予備ラケ ツトはコートサイドに

置くなど選手は充分注意しなければならない。

＾
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しま晴れやか。信頼に応えて新登場′

大きな 1日 の出発
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自 動 車

技術 と信頼の ミ́ニカからクライスラーまで広くご用命に応える一

栃大三菱 自動車販賣株表師
本 社 宇都宮市簗瀬町211番地 ●0286(33)1281

営業所 西那須野,佐野,小山,今市

出張所 栃木,鹿沼

菱
二■ 自‐・三 I自販
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夏バテを防ぐために

牛乳を飲みましょう.ノ

針谷テ トラ牛乳
○ ビタミンがいばっい

○ 軽 くて安全

○ 衛生的なパック入 り

☆ バス旅行・ハイキングに最適

針 谷 牛 乳 株 式 会 社
宇 都 官・ 市 :東 ti‐ 木 lllJ 1 0 1 0

′
「

E L 0286囲 4626(代 )
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代表取締役社長 別  井  保  男
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世 界 の 旅

日 本 の 旅

近 畿 日本 ツ ■■■■■ リス ト
電 言舌 (0286) (30 2 1 4 1 ・ 2 1 5 1

源過器・冷却器の トップメーカー

株式会社

栃木工場 真岡市松山町24-1(真岡第一工業団地)

電 話 真岡 (02858)(2)5151(代 表)

加 藤 発 条 株 式 会 社
真岡工場

本  社

栃 木 県 真 岡 市 松 山 町 14～ 2

電 話 (02858)(2)4651(代 )

テレクッス 3547-469
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秋が待ちどおしい…ワ
゛

ここが違います。

クボタの技術が生んだメカ
ヽ 1

まさに働きざかり。

しっかりしアイ姜t｀やすさが光ります。

う まれ なが らの本 格 直 列 が

ヮイ ド刈 り幅 にな りま した。

割 り刈 りもあぜ 刈 りもグ ン

と能 率 ア ップ、振 動 が少 な

く快 適 です 。つ かれ ず安心

して作 業 で きます 。

喘 ■ コル ■ ■卜 HX55-A

い
ノkl

小 回 りの き く機 動 カ

ム ダを省 い た設 計 で操作 は簡

単 。超 小型 結東機 が機体 内 に

収 ま り、機 体 巾 と刈 巾がお な

しなの で、アゼ 刈 り、割 り刈 り、

とこか らで もス ター トOK。

方 向転換 も簡単 に出来 る使 い

やす い コ ンパ ク ト型 。

口
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トログ@)シャトルロッタとラタット
は く選り戯 だしたC過呈)》 との庭 平

れ をいたずヽ てヽ8ります。
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．トルコッタ

● トーナメン ト ホワイ ト シェム● トーナメン ト ブルー
● トーナメン ト ブラ ンク ~今 年度公式大会使 用球
●スタングー ド ブラック● トーナメン ト レ ンド
●スタングー ド レ /ド ●)ス タング~ド  バープル

トヨグのラケット
ll本 バ ドミントン協会推薦
●高級選手用●初級選手用

教材用レジャー用ラケッ ト
詳 しい資料はカタログをご:市 Ŕド さい。
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L

精緻。俊敏。この確かな手応え。
ロング・テーパード・シャフト。

V

V

1キ殊合板の力強いフレームと.

従来のものよりさらに長くなった

タローム・テーパートンャフトの強詢性

が強力をバイブレーションを生み出します。

ゴーセン・ル′●‐ヽ スワニーのロン́ シャフトコンピ

が逹しいラケットワータを可能11し 、11界 のパドミントン

昇を陵記し、そのンヤ~プで選しい手応えを抜露します。

aNo.lat/-t y . ,r,rr- Fir l,-a].......... ;r.aoo
tl\b.raoa 7:-t7 l-Al, r l )t / t ) 1 l +.. -..4 r,Daro

′ψヽ `,.'‐  ,D、 1 本   ,1・ ・― , o,.,・    ‐
`._:i.、フ7・ ■̈ ′~嘔 _′  賣京支店 `′  I… F  ‐
……

―■―

-40-

底

―二 ‐―』

０
な

r摯甲囀露

l覺

「
苺
轄

い
哺
驚

さ
. ・`年



υ
ノ｀ モ

ヤ
:′

レヘ颯 拗

■・7～ 夕l

2́参♪

`ク

′οθ/
葺ユみ
十 /2・

もヽ孔

ヤ蜻な
，

‘

ａ
〕

′
　
レ

´

′

凛晨ケ

-41-

亀いた。



il0.3s00 rur{c MATE Sun BaIIasTRATGHT prpt

V

V

究明され/
完成されたノ

田ll田‖ll‖ T口‖

RllGH[T
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力学的観 点か ら最新 の技術 を導入 し完成 され たラ

ケ ッ ト。耐 久性 、飛行距離 そ して |グ レー ンのカ

ベ を究明 されたシ ャ トル コック。

ブ レーヤーの一挙手一動 を観 察 L対話 を続 け、プ

レーヤーが何 を求 めてい るか、 どの ような製 品 を

必要 と してい るか を究明 し完成 させて まい りま し

た。

国際大会及 び国内大会 、 これ らに参加 すべ く――持

の暇 もお しみ練 習 を重 ねてい るプ レーヤーの皆様

に安心 して御使 用 いただける製 品 を提供 す るよう

日夜努 力 を致 してお ります。
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第 3回 全国中学生バ ドミントン大会宿舎一覧
―

｀中/

旅  館  名 イl: 所 電話番号

北 海 道 伊 香 保 館 宇都官市旭町1の 989 34-7166

F] 森 そ    ひ 宿郷町69 36-8626

秋   田 伊   沢   館 伝馬町1の 14 33-3988

山  形 泉 ■: 大曾町101 22-4352

岩   手 美   津   河 ″ 宿郷町90 34-9620

官   城

|

|

明  石   荘 ″ 扇町304 21-4180

福  島 ね    や ″ 川向町746 33-4961

新   潟 丸
ヘヽ

「
1

″ 泉町1の 22 22-3208

富   山 店 宿郷町98 33-3907

石   川 田 野 島 館 昭和 1丁 目4の 3 22-2769

福   井 第 二 丸 井 屋 千手町175 34-9543

群   馬 岡   野   屋 大工町432 22-5792

栃   木 松   峯   荘 ″ 松が峯町1,141 38-4525

茨 城 町   田   屋 ″ 日野町31 34-5957

埼   玉 山 |‖ ″ 川向町748 34-4861

東   京 二■ 二■ ― ア サ ヒ 鉄砲町3,226 34-4070

神 奈 川 ‖1  部   屋 ″ 今小路町58 33-5516

伝馬町1の 14山  梨 伊 沢 iI ″ 33-3988

V
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県 名
旅  館  名 住 所 電話番号

静   岡 外   山 館
|

宇都宮市江野町3,109 33-4541

愛 知 山

一　
下 館 ″ 馬場町3,204 22-2980

:[ 明 石 荘 ″ 扇町304 21-4180

ね や ″ llll旬 746

奈   良 ■7 市 ″ 中河原町987 33-4678

只 4` あ づ ま や ″ 塙田町303 22-1891

滋 賀 山 丸

楽

場

九

上河原町542

大 阪

　

　

庫

有 荘

　

　

満

″ 旭町 2の 3432

丘 占
心

″ 今小路町70

鳥  取 本 館 34-4993

岡 山

口

知

川

島

岡

崎

本

梅 仙

　

　

館

″ 本町 8の 11 22-4719

山
々

ノ 出 江野町3,109 33-4541

局 常
　
一　
山
　
一　
明
　
　
伊
　
　
蔦

常 荘 ″ 杉原町3,246 22-3402

香 下  別 館 新宿町418 22-7256

徳 保 野 館 泉町 1の 17 22-3825
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一　
香
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旭町 1の 989 84-7166

長 茂   登 昭和 1丁 目31 22-3813

莉

¨
旭町 1の 3134nt 屋 ″ 33-4822
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岐   阜 33-4961

|

| |

荘
|

33-1010

33-4655

34-5663

旭町1の 3520
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長目です。細身です.材質はすぐれたステンレス_

ブラッキー それは攻撃のラケット・シャトルコン

クをとうぇる一瞬、鋭くしなります.敏感な弾カ

です.敵に反摯のチャンスを与えなヽ`ほと.鋭い

攻撃力が生まれます.こ れは.ヽ わヽばムチの原理 _

パ ドミントンを科学するヨネヤマか.研究を重ね

て.つ いに完成させた鮮明な成果です_フ ラッキー

のょさは、手にしてみればすぐわか nま す 、ヽま

あなたを行つ、ブラッキー あなたとの日会いか

あなたになにをひき起すのか それが楽しみてす

111‖ll
BLAEKl‖

「

Y6.000

い

|万

黒のラケット、プラッキーtかたヽ`沈黙を破つて

新製品

No8100(プ ラッキー)
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旭光学工業株式会社益子工場
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栃木県芳賀郡益子町大字塙858 T E L 028572-3211(代表 )
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